
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 教育委員会社会教育課 問合せ先 0957-54-3161(内線84-154)

子どもの理科離れの問題がある。子どもが理科や科学に日頃から親しむ環境や科学の目を持つ人材育成の
ための各種教室等の開催が求められている。

0 千円
地方債 0 千円
その他 0 千円

  子ども達が、科学実験・観察・工作などの体験を通して、科学の面白さや不思議さを体得し、新しい発
見のある場を提供することで、科学的な事象の考察や調査研究する芽を育てる。

※平成３１年度に新子ども科学館オープン予定。それまでは、主に土曜、日曜の午前中に中地区公民館を
利用して各種講座を実施。
○各教室の開催 （映画会、木工教室、ミニ実験教室、プラネタリウム教室、押し花教室、折り紙教室、
竹細工教室、科学工作教室、マジックバルーン教室、　ロボット工作教室、子ども科学実験教室）
○科学館まつりは、夏休み期間にコミセンで開催（８月２１日）
○親子で取組むかがくあそび（ﾌﾟﾗｻﾞおおむら）

2,586 千円
2,629 ≫
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国庫支出金 0 千円
県支出金

施策： 生涯学習の充実

事業名： 子ども科学館運営管理事業 現状維持 予算額

一般財源 2,586 千円
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事業概要シート

【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

4,915 33,420

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 6,623 6,844 5,165 4,958 4,915

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

子どもの理科離れの問題解決のため、子どもが理科や科学に日頃から親しむ環境や科学の目
を持つ人材育成のための各種教室等の開催を市が行うことは必要である。

有効性
(施策貢献度)

現在は、施設がない状態なので展示物での学習等が出来ない状況であるが、子どもたちに科
学について学ぶ機会を設けることについては貢献できている。

効率性
(コスト)

必要最低限の経費で運営している。

110h 623h
嘱託員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

時間外勤務 76h 108h 109h 110h 110h

2,329 13,919
職員 0.29人 0.29人 0.29人 0.29人 0.29人 0.29人 1.74人
人件費 2,344 2,261 2,327 2,329 2,329

0 0
一般財源 4,279 4,583 2,838 2,629 2,586 2,586 19,501
その他 0 0 0 0 0

0 0
地方債 0 0 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

2,586 19,501
国庫支出金 0 0 0 0 0 0 0

事業費 4,279 4,583 2,838 2,629 2,586

740 750

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

各種教室参加者数 目標値 人 711 720 730

H32
(目標)

各種教室開催数

入館者数 目標値 人 2,471 2,500 2,500 2,500 2,500

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

目標値 人 104 104 104

H32
(目標)

106 106

104 104

開館日数 目標値 日 106 106 106

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


